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「働く仲間の願い」のステージで、300 人の合唱団とと

もに、「スクラム広げて」「こころひとつに」を合唱。 

合唱に先立ち、福島出身の宍戸さんが 5500 名を前

に連帯の挨拶をしました。「ここで歌うことによって被災

された皆様に寄り添うことができた思いがする。共に前

に進みましょう」。そして、大阪で思想差別裁判で闘って

いる原告と合唱団フェニックスの藤田由美子団長も固い

握手を交わしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「復興を願って」をテーマに 11 月 22 日～24 日に開催された「うたごえ祭典 in

みやぎ」。合唱団フェニックスは、昨年大阪城ホールで行われた祭典に引き続き、

今年もうたの祭典に 23 日、24 日と参加することができました。なかなか進まない

復興の中でがんばっている被災地の皆さんとの交流、歌を通して心通わせること

ができました。 

 

 

「復興を願って」「明日に向かう」、そして感動のフィナーレ 
 

23日 復興を願う音楽会（ゼビオアリーナ仙台） 

音楽会の最後には、

舞台と会場が一つにな

り、「BELIEVE」を大合

唱。 

音楽会のテーマであ

る「復興を願って」「明日

に向かう」気持ちがひと

つに、感動の嵐が会場を

包みました。 
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連帯して前に進んで行こう！ 
被災地の皆さんと、うたで繋がり心を通わせました 

 

合唱団フェニックスが「うたごえ祭典 in みやぎ」に参加！ 

http://www.jalkaikotekkai.com/
http://www.jalkaikotekkai.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原告団ブースにはたくさんの人が立ち寄り、支援物品を購入し

て下さいました。 

また、署名は北海道から沖縄まで、全国の方々から頂き、支援

の広がりを感じました。 

 

交流の部では、「あの空へ帰ろう」と「誇りある道」

を合唱しました。 

曲の合間に「解雇の理不尽さと諦めないで闘う決

意」を訴え、会場から「がんばれ～！」の声援を受け

ました。 

二日目も物品販売

は完売。そして、署名

は二日間で 550 筆を

超えました。 

あの空へ帰ろう！このスタートの歌声はお一人お一人の思いだっ

たのですね。整然としたステージマナーは皆様の日常につちかわれ

たお姿そのものなのですね。格調の高さが歌声に、ハーモニーに浸

透していらっしゃいました。たくましいハーモニーでした。どうかお一人

お一人が希望の職場にもどれます様に。 

 

 

合唱の合間には物品販売と署名の訴えに余念がない原

告団 
 

講評委員の亀

谷美喜子先生か

らの講評です。 

 

24日 全国合唱発表会（日立システムズホール仙台） 


